
鹿児島県の水車利用に関する研究

第５報大隅半島北部地域について

松村博久・門久義

（受理平成３年５月31日）

ＡＳＴＵＤＹＯＮＴＨＥＵＴＩＬＩＺＡＴＩＯＮＯＦＷＡＴＥＲＷＨＥＥＬＳＡＮＤＴＵＲＢＩＮＥＳ

ＩＮＫＡＧＯＳＨＩＭＡＰＲＥＦＥＣＴＵＲＥ５ＴＨＲＥＰＯＲＴ，ＩＮＲＥＧＡＲＤＴＯ

ＴＨＥＮＯＲＴＨＥＲＮＰＡＲＴＯＦＴＨＥＯＯＳＵＭＩＰＥＮＩＮＳＵＬＡ

ＨｉｒｏｈｉｓａＭＡＴＳＵＭＵＲＡａｎｄＨｉｓａｙｏｓｈｉＫＡＤＯ

Inthisreport，utilizationofwaterwheelsandturbinesfromthepasttothepresenttiｍｅｉｎｔｈｅ

ｎｏｒｔｈｅｒｎｐａｒｔｏｆｔｈｅＯｏｓｕｍｉPeninsulaisdescribedinfullandconsidered，especially，withrespectto

thehistoricalandhumangeographicalcausesineacharea・

Wefoundfromthisresearchthattherｅａｒｅｆｏrtylocationsofwaterwheelsandturbinesforrice-

polishingormilli､９，fourforproducingbonemeal，tenforlumbering,fiveforproducingsweetpotato

starch,twentyfiveforpumping,fourforthegenerationofelectricity,ａｎｄothers・Thenumberoftotal

locationsofwaterwheelsandturbinesinthisdistrictisninetythree・Ａｔｔｈｉｓｔｉｍｅ，therearesixteen

inuse：twowaterturbines，onePeltonwheel，onemiddle-shotwoodenwheel，ａｎｄtwelvemid-stream

woodenwheels．

１．まえがき

前報')～4)に引続き，本報告では大隅半島北部地域

の水車利用実績に関する詳細なデータの記録を目的と

する｡そして,水車の利用形態や傾向と各地域の歴史・

地理的要因との関係について個別に検討し、水車利用

の実態をできるだけ詳しく把握し、将来における地域

再開発の展望にも参考になるような資料とすることを

意図する。

なお､本調査は昭和６２(1987)年夏から平成元(1989）

年春にかけての２年間で行われた。したがって、現存

する水車については調査時の状況について報告するも

のである。

２．大隅半島北部地域の水車利用実績

大隅半島北部の２市８町についての調査結果を、各

市町単位で表および図にまとめて示す。表中の番号は

図中の番号と対応している。図中の●印は水車の設置

位置を、表はその詳細を表している。ただし、鹿児島

郡桜島町は、調査の結果、過去に水車の利用実績がな

かったので、除外してある。

（１）曽於郡財部町（表１、図１）

財部町は霧島町・国分市・福山町の東側に接してい

るが、この町境は分水嶺になっており，町内を流れる

川は県境を越えて宮崎県都城市に流れ出ている。した

がって、経済圏も都城市に入り古くから係わりが深い

ようである。水車の使用実績は９ケ所あり，骨粉が２

ケ所，精米が７ケ所あった。そのなかで精米用縦軸フ

ランシスタービン１台が現在も稼動している。大淀川

上流，谷川内川の滝の横にあり，取水路には砂溜りを

造ってあるため故障がないとのことであった。

（２）曽於郡末吉町（表２，図２）

財部町の南東に隣接する末吉町は、西北西から東南

東にかけて緩やかな分水嶺がある。北側は都城市へ，

南側は志布志湾へと流れている。水車はすべて分水嶺

の北側で使用されており，精米用あるいは精米兼用の

ものがほとんどである。なお，表２の５，６は末吉郷

土史5)に記載されているもので，場所・用途等の詳細
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 下財部夏木 上掛け ？
● 木 精米 ？

● 山 村某

２ 下財部桐原 上掛け ？
● 木 精米・製粉 ？

● 田 畑正雄

３－１ 北俣粟谷 上掛け 8.4／ 木 骨粉 明治中頃～末期 ？
● 所有者変更

３－２ 〃 〃 〃 〃 〃 明治末頃～？ 大峯某 水車更新

３－３ 〃 前掛け 3.6／ 木 〃 ?～昭和26年 〃 タービンに切替

３－４ 〃 横軸タービン ？
● 鉄 〃 昭和26年～昭和40年 大峯次郎吉

４ 北俣下谷川内 縦軸フランシス ？
■ 鉄 精米・製粉 昭和25年～現在 永吉宗光 稼動

５ 北俣西村 前掛け ？
● 木 精米・製粉・押麦 ？

● 梅 北某

６ 南俣八カ代 在来型 ？
● 木 精米 ？

● 中 原某

７ 南俣飯野 在来型？ ？
● 木？ 精米 ？

●

？
●

８ 南俣飯野 在来型？ ？
● 木？ 精米 ワ

● 堂 園某

９ 南俣川畑 在来型？ ？
● 木？ 骨粉 ？

●

？
● 財部町郷土史
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 深川種子田 前掛け 約４／ 木 精米・製粉・押麦 ~昭和25年頃 村山矢太郎

２ 深川村山 前掛け 5／１ 木 精米・製粉・押麦 明治中頃～昭和35年頃 村山千太郎・荘吉・壮市

３ 諏訪原湯之尾 在来型 ？
● 木 精米 ？

●

？
●

4-1 諏訪原六町 在来型 約3.5／ 木 精米・製粉 ～昭和35年頃 藤田 某 タービンに切替

4-2 〃 横軸タービン ？
■ 鉄 〃 昭和35年頃～？ 〃

５ 二之方川内 在来型 ？
● 木 ワ

●

？
､ 竹 石の水車 末吉郷土誌

６ 二之方川内 在来型 ？
● 木 ？

●

？
● 石 神の水車 末吉郷土誌

７ 南之郷仮屋 前掛け 約８／ 木 精米・製粉・押麦 明治～昭和40年頃 田代→中留→脇田

８ 南之郷富田 横軸タービン ？
● 鉄 精米・製粉 大正初期～現在 別府済助→柿木静男→別府勝一 休止

９ 南之郷下柿木 在来型？ ？
● 木？ 精米・製粉？ ？

｡

？
●

1０ 南之郷新田山 在来型？ ワ
｡ 木？ 精米・製材 ？

●

？
●
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Iま不明である。

（３）曽於郡松山町（表３，図３）

松山町は末吉町の南に接し，志布志湾に注ぐ安楽川

と菱田川の各支流が流れている。これらの河川に沿っ

て細長く水田があり，典型的な山あいの地で、水車の

使用実績も少ない。

（４）曽於郡志布志町（表４，図３）

松山町の東に隣接する志布志町には，西側を北から

南へ安楽川が流れている。北部は山間部で南部は安楽

川河口を中心に平野部があり，海岸付近は大隅半島の

中でも代表的な町の一つになっている。水車の使用実

績は少なかったが，表４の２に示すように，水田への

揚水用水車が５台稼動していた。

（５）曽於郡大隅町（表５，図４）

末吉町と松山町の西にある大隅町では14ケ所で水車

が使用され，そのうち５ケ所が精米，９ケ所が揚水で

あり，４台の揚水用木製水車が稼動していた。

（６）曽於郡有明町（表６，図５）

松山町と大隅町の南に接する有明町には菱田川が流

れ，その流域の上野井倉にはかって揚水用水車が10ケ

所あった。現在３台が稼動している。隣接する大隅町，

志布志町，有明町の３町で揚水用水車が24ケ所，その

うち稼動しているのが12台もあり，この地域の非常に

顕著な傾向となっている。

（７）曽於郡大崎町（表７，図５）

有明町を西から南にかけて取り囲んでいる大崎町

は，海岸に至る南部が広い平地である。海岸付近の田

原川，持留川流域では水田もあり，揚水用水車が１ケ

所あった。しかし，水車がおもに利用されたのは図５

からわかるように中央から北部にかけてである。その

用途も精米が２ケ所，製材関連が２ケ所，澱粉が２ケ

所，発電が１ケ所と多岐にわたっている。

（８）曽於郡輝北町（表８，図６）

大隅町の南西に隣接する輝北町は西側の垂水市との

町境に分水嶺があり，ほとんどの河川は南東方向，大

崎町のほうへ流れている。山間部であるが古くから開

けているようで，精米用水車５ケ所，精米兼用２ケ所

表３曽於郡松山町における水車利用実績

番号 水車設置場所

１ 新橋仮屋

２ 尾野見田崎段

３ 尾野見中村

水車形式

在来型？

前掛け

上掛け

直径／幅(、）

？
●

約５／

約５／

材質

木？

木

木

を含めて製材用が５ケ所，発電１ケ所，精米・製茶１

ケ所，計12ケ所あった。霧島町のように，製材産業が

盛んであったことがわかる。

（９）垂水市（表９，図７）

垂水市は輝北町と鹿屋市の西にあり，錦江湾に面し

た海岸線の長い地形をしている。さらに東側には高峠

や高隅山などの標高の高い山々を分水嶺としてもつた

め，あまり長い川はない。そのため，水車使用実績は

あまり多くないが，高隅山系から流れる本城川では，

水車が３ケ所で使用されたことがわかった。

⑩鹿屋市（表10,図８）

鹿屋市の北西部，垂水市との境界付近は大隅半島で

最も高く深い山地がある。そして分水嶺がこの山地を

通って西側を南北に走っている。したがって、南西部

の海岸へ流れる河川はあまり長くないが，高隅山系か

ら流れる高須川は水量も多く勾配も急であるため，､図

８に示すように，かつて７ケ所８台の水車が使用され

精米用木製前掛け水車１台と製氷動力用鉄製横軸ター

ビン１台が現存している。

分水嶺の東，鹿屋市のほぼ中央を北から南へ肝属川

が流れ，その東側には非常に広い台地がある。鹿屋市

は甘藷の澱粉製造が盛んで，最近までその排水で肝属

川が白く濁っていたそうである。しかし，表１０からわ

かるように，肝属川と北部の串良川に沿っては精米用

水車が６ケ所あっただけで，澱粉製造用水車はすべて

高須川沿いであった。

用途

？
●

精米

精米・製材

使用期間

？
●

～昭和１０年頃

～昭和10年頃

所有者

？
●

日 高某

中村某

備考
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 内之倉片野 在来型 約４／ 木 精米・製粉・押麦 ～昭和28年頃 竹山十右衛門

２ 安楽出水 流し掛け 務3.3／ 木 揚水 昭和初期～現在 5台稼動



-③

4４

０Ｊ

食

鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）

①

Ｅ
２

露雲
票軍９３にＺ 〉す塚 末吉１m『

州
熟磁縄 Ⅱ

童篭
３

蕊
飛一界 、

j塗！
●●

谷．谷 吉

禰井

諏
灘

‐０

掻堰/2

‐

掻堰
一q

稲i:=識
ｕ

木

ｕｉ

鎧
』
ｒ
ｃ
４◆ 之
ｊ
ｌ
ｍ

烏
●

忍

震災
ﾉ１１ＫＷ

表５曽於郡大隅町における水車利用実績

譜ご識蓋fと=叩挺言
町

･大

了
.Ｉ

認

陸
・
唾
》

、，

髪ｒＰ

－ｂ，

、.｡､動
F思瑚

DO!÷.

§l昼さぎFr01‘

帥
〆
へ

烈
荊

JＦ

謹畢㈹
>彦夢ンﾏ

《琴

歪・〆

．．Ａ合鷹

図４大隅町の水車利用分布

b，．

有明、

,～』．､L〆１ｋ;鋼拠l‐？

号ニニミ篭錬

～一■

''11.鳶

魂qO
野

ﾉ’

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 岩川浅井 上掛け 4／0.6 木 精米・製粉・押麦 ～昭和25年頃 米沢某

２ 岩川菅牟田 在来型 ？
● 木 精米 ~昭和23年(？） 新川某

３ 岩川新田場 在来型 ？
● 木 精米 ~昭和23年(？） 池之上勝男

４ 岩川新田場 流し掛け 3.7／0.65 木 揚水 ～現在 徳永武良 稼動

５ 岩川新田場 流し掛け 3／0.55 木 揚水 ~現在 榊原 夫 稼動

６ 岩川新田場 流し掛け 3.8／0.6 木 揚水 ～現在 日高 ン ズェ 稼動

７ 岩川新田場 流し掛け 3.7／０．６５ 木 揚水 ～現在 馬場進一郎 稼動

８ 岩川新田場 流し掛け ？
● 木 揚水 ？

●

？
● 5台（大隅町報ｒおおすみ』Nol73）

９ 荒谷 上掛け 約５／０．６ 木 精米・製粉・押麦 ～昭和33年頃 藤田敬三

1０ 荒谷（梅ヶ渡川） 前掛け 約４／ 木 精米 ～大正末頃 上迫某
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１－１ 山重倉ケ崎 前掛け 5.6／0.6 木 樟脳 大正２年頃～昭和23年頃 永野実義 焼失

１－２ 〃 〃 〃 〃 精米・製粉・押麦 昭和25年～昭和30年頃 藤田善左ヱ門

２ 野井倉上野井倉 流し掛け 2.2／ 木 揚水 ~現在 3台稼動

３ 野井倉上野井倉 流し掛け ？
● 木 揚水 ？

● 7台
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１－１ 野方水之谷 上掛け 約５／ 木 製材・製米 昭和５年頃～１２年頃 松 元 寅吉 所有者変更

１－２ 〃 〃 〃 〃 〃 昭和12年頃～20年頃 江口米次

２ 野方水之谷 上掛け 5／ 木 精米 ～昭和１２年 時見某 電気に切替

３ 野方瀬戸間伏 上掛け 8／１ 木 製材 大正５年頃～８年頃 荒竹省三

４－１ 野方瀬戸間伏 上掛け 8／１ 木 澱粉 昭和10年頃～25年 本田 某 タービンに切替

４－２ 〃 タービン ？ 鉄 〃 昭和25年～45年頃 〃

５ 野方東川 前掛け 約3.6／ 木 精米 ？
● 竹 九ｺ 某

６ 持留上持留 上掛け ？
● 木 発電 ～大正年間？ 神 戸 某 滝の下

７ 持留西持留 前掛け ？
■ 木 澱粉 ？

■ 炉 山英三 滝の下流約600ｍ

８ 井俣小能 在来型？ ？
● 木？ ？

●

？
● 和 田八太郎

９ 神領神領 流し掛け 約２／ 木 揚水 昭和１０年頃？～ 上南某



垂水市における水車利用実績

第５報大隅半島北部地域について４７
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車

松村・門：鹿児島県の水車利用に関する研究

鹿

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 深港 上掛け 約４／約１ 木 精米 ？
●

？
●

２ 海潟脇登 在来型 ？
● 木 骨粉 ～昭和初期 出口 某

３ 田神上市木 前掛け ワ
● 木 精米 ？

●

？
●

４ 新御堂下新御堂 前掛け 約５／約１ 木 精米 ～昭和１８年頃 ？
●

今
ロ

ワ
】

５ 新御堂内ノ野 上掛け 4／ 木 発電 昭和54年～61年頃 餅井勇

６ 新城感王寺 在来型 ？
● 木 ？

●

？
● Ｐ 越 某

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 市成久木野々 在来型 ？
● 木 発電 昭和20年前後 ‘〉

● 3年間ほど

２ 市成徳留 上掛け 約８／約１ 木 精米・製材 明治40年頃～昭和35年頃
ＯＬ』

石 九コ 敬吉

３ 市成仮屋 在来型 ？
● 木 製材 ～昭和25年頃 花牟礼某

４ 諏訪原柏木 タービン ワ
● 鉄 精米・製茶 ～昭和23年頃 組合

５ 諏訪原有里 在来型？ ？
● 木？ 製材 ？

●

？
●

６ 諏訪原谷田 在来型？ ？
● 木？ 精米 ？

●

？
●

７ 上百引楢久保 上掛け 約４／ 木 精米・製材 ～昭和25年頃 川才治

８ 平房中平房 在来型 ワ
● 木 精米 ？

●

？
●

９ 平房下平房 在来型 ？
● 木 精米 ？

●

？
●

10 下百引宮元 在来型 ワ
● 木 精米 ？

●

‘〉
●

１１ 下百引宮元 在来型 ？
● 木 精米 ？

●

？
●

1２ 下百引竹下 在来型 ？
● 木 製材 ？

●

？
●

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅(、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 下高隅町上別府 在来型？ ？
● 木？ 精米 ？

●

？
●

２ 下高隅町柚木原 上掛け 約３／ 木 精米 ？
●

？
●

３ 下高隅町谷田 在来型？ ウ
■ 木？ 精米 ？

● 久 富木某

４ 上鮫川町 上掛け 約５／ 木 精米 ～昭和20年 山之口林左ヱ門

５ 下伽||町 上掛け ？
● 木 精米 ～昭和20年頃 ？

●

６ 上野町 前掛け 木 精米 明治30年頃～現在 上野政義 現在・休止

７ 野里町 在来型？ ？
● 木？ 澱粉 ？

● 田 島某

８ 野里町 在来型？ ？
● 木？ 澱粉・精米 ？

● 木 下某

９ 野里町 在来型？ ？
● 木？ 澱粉 ？

● 南 橋某

lＯａ 高須町 横軸ベルトン 鉄 発電 昭和６年～16年

lＯｂ 高須町 横軸ベルトン 鉄 澱粉→製永 昭和６年～現在 三和製粉→釘田製永 現存・放置

1１ 高須町 前掛け 約４／ 木 骨粉 ～昭和35年頃 梅北某

1２ 高須町 前掛け 約４／ 木 樟脳 ～昭和39年頃 西 某

1３ 川東町 在来型？ ？
● 木？ 精米 ～昭和42年頃 田井村 某



印

鹿 児島大学工学部研究 報告4８

③

rへ
(紬

埋
侭
〃
害
や
銀

間
、
、

マ
ン
』
ゆ

’
一
一

０_ぬ

Ｉ．ｆ
隠一‘ V《鍵．

FilIifFJH義溌iｆ
/|i唾
／
とＬ‐'

恩'顔

蔭

輝
北
町

大
箇
概

鹿児

神L型

ｒ零､弓

､'ｲ（

第３３号（1991）

淵
〃

図７垂水市の水車利用分布

；／
伽
‘非

１－

’
４
－
■》

唖
ｒ
、
〈

込む

ｏ
０
Ｊ
Ｄ
〃
Ｉ
ｕ
Ｒ
Ｑ
ｐ
１
Ｊ
ｏ
０
Ｉ
、
０
．
９
，
ノ
″

‐
〃
０
．
０
〃
〃

「
●
．
、

〆
・
；
’
１
：
ノ
く
．

１
４､

７０~。

、 ．‘”･『‘１冊！＃

、§-畠竺_へ
、一一一F~

ﾐ 、ノ）

蕊！
④

＃川／ノノ
も、

灘舜Ji…
、㎡

ｒ'．

⑤

、



ａｌｇ聖

松村・門：鹿児島県の水車利用に関する研究第５報大隅半島北部地域について４９

●史９

ふ
』（

、
へ

輝
北
》
郵
聡
職
十
坐
詞

蕊
鋼山

麓
上古

１
州

鍵

薄Ｌ ０１，二

側・９
ｒ～、一

町

ノ･207

誤i【;lｉ
1１

③
），，稿

穏
蕊
《';,.．

６１９８

縦
垂水芹

夢
斎
一
・
別
卿
へ

鳳頒
、〃。｡、‐ 卿

雛
４

１５３

《夢f９
P伊

『２．１

:F↑弊
僻

、
二０

Ｚ｡

似’
１１齢 町。

1１１

⑤.・・イ
へ一一

;又

550'１０１８

識
下
納
川

一
Ｐ,川

西、

録
＝T）

尽翁/４

詮二J
熊

Ⅸｐ唖、『ｐ唖、『~’

割鋼
原
型

岡：

ﾘ雛ﾃ'種
L元みＺ〃､§▲３１９

鞭手■１，
３．９.』

'1kＩ、、
詩､、

鐸
混
多
，
，
。

亀
山山 参

i:１，,'1ﾊ'1や仰

／

、．ハノ

ｘ､ノ
寄梢電型‘＞ ）

。』

鰯

●‐●

鍵
涌雌

叙。

Ｂご届る

滑邦

篭『二W！

●８

小

識瞳
川

fｆ郷
唖

榎

ﾘＩ
;（

剛
田
崎

、
町ＤＫも

澱
墜預

６●

顎
,旦些侭

身畠
＄｡
●●

111ｺ、－ 噂晦
わにし

'1西ｑＮ
ｌおすみ１
。』●

４４ 肘

伽INNk：州
臓
蝋
Ｉ
γ
↓
淡
仲

蝿

図８鹿屋市の水車利用分布

翁

記色８

蝿山
面
●
● 下堀虹 名寅町

歩歩歩

■

懇豪
な

恋
田
測
町

裾，．

１

M’州

０

型

姶

●
一

●
●

ｌ旦

鍔
'編

狐１

〃

大

識
燭
／
Ｉ●

Z／



5０ 鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）

３．あとがき

鹿児島県内を分割した７地域のうち，大隅半島北部

地域（２市８町）の水車利用実績について用途別に集

計してみると，精米・製粉等の水車が40ケ所（現存３

台)，骨粉用４ケ所，製材用４ケ所，澱粉用５ケ所，

樟脳用１ケ所,製材・精米用６ケ所,揚水用25ケ所(現

存12台)，発電用４ケ所，その他４ケ所（製氷用１台

現存)，総数93ケ所（現存16台）あった。とくに，現

存１６台のうち12台が揚水水車であり，これは志布志湾

を中心とした大隅半島北部地域の大きな傾向である。

この記録はもちろん完全なものではなく，調査漏れ

のものも少なくないと思われる。今後も，各市町の古

老や郷土史家の協力を願って，さらに充実したものに

まとめていきたいと思っている。
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